
中間報告書 

   令和 ６年 ９月 ６日現在 

 

１  事 業 名 「障がい児童へのサイバニック技術応用による機能獲得研究」 

 

 

２ 実施期間   令和 ６ 年 ５月 １０日～令和  ７年  ３月 31 日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要  

井原精機は子会社岡山ロボケアセンターを通じて、試験的なヘルスケア事業への参入を行

っている。障がい者、高齢者に対するサービスの国内市場拡大規模は７～10 兆円とも言わ

れ、拡大する市場ではあるが先端技術の投入による、生産性の向上について課題があり、

岡山ロボケアセンターから提案を行っている。   

CYBERDYNE 社開発の HAL は、医療用としては成人の一部疾患に限られているが、使用するニ

ューロリハビリテーションの技術は、脳性麻痺児童などの機能獲得訓練にも効果を発揮する

ことが分かっており、備中地域で募集した小児への集中トレーニングによる効果を測定、今

後のリハビリプログラムの開発と新ロボット開発データ取得を行う。単年度の達成目標は、

事業参加者（障害のある児童）の機能改善による QOL(生活の質)の向上と、介助者の負担軽

減。行政担当者様の、理解の伸張を図りたい。 

② 事業の流れ・進捗状況等       

＜実施したこと＞ 

・９月 21 日（土）笠岡市民病院で実施の無料体験会準備 

・旭川荘（岡山大学病院）、沖縄県立南部医療センターと選択的後根切断術後のリハビリ 

についてのカンファレンス 

当初は６月に病院内の無料体験会を予定していたが、病院の選定調整に時間を要したため、

３か月の遅れとなった。 

旭川荘とは共同研究契約が４年前から継続しており、この度岡山大学病院で侵襲手術をする、 

沖縄県立南部医療センターの金城ドクターをご紹介いただき、共同研究を進めることになっ

た。初年度はプレ研究となる。 

＜今後、実施すること＞ 

   無料体験会実施後、２０名の方の５回無料トレーニング受入れ  

     

③  これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み 

（今年度終了時の成果、効果の見込み） 

２５年２月を目途に、20名の児童の HALFIT トレーニングを実施する。延べ 100回のプログラ    

ム開催となる。計測は開始前とプログラム終了時において実施する。予想としては、単座位の

獲得、自力立位の安定、歩行遊脚期と歩行立脚期の分離運動の獲得のいずれかが、すべての児

童においても実現できるものと考えている。また合わせて旭川荘（岡山大学病院）、沖縄県立

南部医療センターが実施する、痙縮児童への選択的後根切断術（ＳＤＲ）後の HAL 関与による、

術後集中リハビリについてはシナジー効果が予想されるため、小児整形学会での発表も視野に

入れて対応を考えている。井原精機としては、インバウンド医療ツーリズムについての調査を

開始しており、多言語ホームページの作成を支援している。今回の小児用プログラムの終了結

果を待って、来年度以降の事業推進の方向性を決定し、広範な病院との連携を海外も含めて拡

充することを検討している。 

 

④ 課題等   

・様々な児童を対応することとなるが、スクリーニングのノウハウの蓄積が少なく、小児科医の指導を仰



ぎ、プログラムを進めるか進めないかの判断が必要となる。 

・事業伸展に伴う、海外医療従事者との円滑な交流が必要となる。 

 

 

４ 参考事項・資料 

   収支精算書見込又は収支（変更）予算書※ 

（収支（変更）予算書※は補助金交付申請書または補助事業変更承認申請書に添付した 

収支（変更）予算書のこと） 

   写真（データでも提出すること） 

   当日資料 

   アンケート結果 他 

                                                        

５ 次年度以後の事業展開 

次年度の事業

展開 

事業展開の方向性 

（以下のチェック欄のいずれかに「✓」を記入してください。） 

☐ 提案団体の自主事業として収益を得て継続・拡大していくことを目指す。 

 地域づくり事業として事業を継続しつつ、次々年度の自主事業化へ備える。 

☐ その他（        ） 

中期的な目標を実現させるための具体的な事業の内容 

・今回の 20 名の継続的機能獲得、維持プログラムの実施 

・新規希望者への対応 

・選択的後根切断術＋HAL の他県（海外）への波及 

・大学病院との連携 

 








